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総合労働相談コーナー

厚生労働省ホームページからは

簡易・迅速・無料・秘密厳守の解決援助サービス

職場のトラブル解決
サポートします

「総合労働相談コーナーへ」 とお進みくださいトップページ上部中央 お問合せ窓口

労働者、求職者、事業主のみなさまへ 



…………………

　人事労務管理の個別化や雇用形態の変化などに伴い、労働関係についての個々の労働者と

事業主との間の紛争（以下「個別労働紛争」といいます 。）が多くなっています。

　紛争の最終的解決手段としては裁判制度がありますが、これには長い時間と多くの費用がか

かってしまいます。

　こうした個別労働紛争の未然防止と、職場慣行を踏まえた円満・迅速な解決を図ることを目

的として、都道府県労働局では「個別労働関係紛争の解決の促進に関する法律」に基づき、以

下の紛争解決援助サービスを行っています。利用は無料です。

　職場のトラブルでお困りのときは、ぜひご利用ください。
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職場でのトラブルでお困りのみなさまへ
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紛争調整委員会によるあっせん

都道府県労働局長による助言・指導

（※） 労働者の募集及び採用に関する事項についての個々の求職者と事業主との間の紛争を含みます。

（※）
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個別労働紛争解決システムの概要1

企　業
紛　争 

都道府県労働局

あっせんの申請

企業内における自主的解決

事 業 主労 働 者

総合労働相談コーナー

紛争解決援助の対象となる事案

労働問題に関する情報提供・個別相談の
ワンストップ・サービス（２ページ）

労働基準監督署　公共職業安定所　雇用環境・均等部（室）
法違反に対する指導・監督など

都道府県労働局長
による助言･指導
（３～５ページ）

携
連

紛争調整委員会による
あっせん

あっせん委員（労働
問題の専門家）による
あっせん・あっせん案
の提示（６～12ページ）

助言・指導の申出

◎都道府県
（労政主管事務
所、労働委員会）
◎裁判所
◎法テラス（日
本司法支援セン
ター）
◎労使団体にお
ける相談窓口　
など

（※1）

（※2）

（※１）労働者の募集及び採用に関する事項についての個々の求職者と事業主との間の紛争を含みます。
（※２）あっせんについては、労働者の募集及び採用に関する事項についての紛争を除きます。
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総合労働相談コーナーにおける
情報提供・相談

2

　個別労働紛争の中には、単に法令や判例を知らなかったり、誤解に基づいて発生したものが
多くみられます。こういった場合は、労働問題に関する情報を入手したり、専門家に相談する
ことで、紛争に発展することを未然に防止、または紛争を早期に解決することができます。
　このため、各都道府県労働局の雇用環境・均等部（室）、全国の労働基準監督署などに「総
合労働相談コーナー」を設置し、総合労働相談員を配置しています。
　総合労働相談コーナーでは、プライバシーの保護に配慮しています。また、相談内容によっ
て女性相談員による対応を希望される方には、女性相談員のいるコーナーをご紹介します。詳
しくは、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へお問い合わせください。

総合労働相談コーナーの業務内容

〈労働問題に関するあらゆる分野が対象〉

　解雇、雇止め、配置転換、賃金の引下げなどの労働条件のほか、募集・採用、いじめ・
嫌がらせなど、労働問題に関するあらゆる分野について、専門の相談員が、労働者、
求職者、事業主からの相談を面談あるいは電話でお受けしています。

　相談者の希望に応じて、裁判所、地方公共団体など他の紛争解決機関の情報を提供
いたします。

〈他機関とも連携〉

総合労働相談コーナーの所在地

・都道府県労働局雇用環境・均等部（室）内
・労働基準監督署庁舎内
・駅周辺ビル（一部の都府県に限ります。）

厚生労働省ホームページで全国の総合労働相談コーナーの所在地を紹介
しています。
http://www.mhlw.go.jp/general/seido/chihou/kaiketu/
soudan.html（ ）
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都道府県労働局長による助言・指導3
　「都道府県労働局長による助言・指導」は、民事上の個別労働紛争について、都道府県労働
局長が、紛争当事者に対し、その問題点を指摘し、解決の方向を示すことにより、紛争当事者
の自主的な紛争解決を促進する制度です。
　この制度は、法違反の是正を図るために行われる行政指導とは異なり、あくまで紛争当事者
に対して、話し合いによる解決を促すものであって、なんらかの措置を強制するものではあり
ません。
　なお、法違反の事実がある場合には、法令に基づいて、指導権限を持つ機関が、それぞれ行
政指導などを実施することになります。

雇解 、雇止め、配置転換・出向、昇進・昇格、労働条件の不利益変更などの労働
条件に関する紛争

　いじめ・嫌がらせなどの職場環境に関する紛争
会社分割による労働契約の承継、同業他社への就業禁止などの労働契約に関する
紛争

　募集 ･ 採用に関する紛争
その他、退職に伴う研修費用の返還、営業車など会社所有物の破損についての損
害賠償をめぐる紛争 など

対象となる範囲は､ 労働条件その他労働関係に関する事項についての個別労働紛争です。

対象となる紛争

※ 労働者が助言・指導の申し出をしたことを理由に、事業主がその労働者に対して解雇その他不利益
な取り扱いをすることは法律で禁止されています。

関係紛争の解決の促進に関する法律第22条但し書※ 公務員は原則、適用除外となりますが、個別労働
きにより、国営企業・地方公営企業の職員等の勤務条件についてのみ適用となる場合があります。

対象とならない紛争

争紛の間の者働労と者働労や争紛の間の主業事と合組働労 
裁判で係争中である、または確定判決が出ているなど、他の制度において取り扱
われている紛争
労働組合と事業主との間で問題として取り上げられており、両者の間で自主的な
解決を図るべく話し合いが進められている紛争 など

次のような紛争は対象になりません。
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都道府県労働局長による助言・指導の手続きの流れ

職場におけるトラブル

総合労働相談コーナー

都道府県労働局

関連する法令・裁判例などの情報提供

助言・指導制度についての説明

助言・指導の申し出

助言・指導の実施

解　決

終　了
労働局が行うもの
申請者などが行う、または判断するもの

解決せず

他の紛争解決機関の説明・紹介

あっせんへ移行※

※助言・指導を行うも紛争の解決に至らなかった場合、他の解決手段としてあっせん手続き
　や他の機関の制度を利用することが可能ですが、あっせん申請するにあたって、必ずしも、
　その前段階の手続きとして助言・指導の手続きが必要となるわけではありません。

-5-

助言・指導には、次のような例があります

ケース１ 配置転換に関する事案（労働者からの申し出）

■事業主のコメント
　企業が法令などを知らないで問題を起こすこともある。労使双方の大きな紛
争になる前の早い段階で、その問題の解決に向けた行政機関の助言・指導を受
けた結果、速やかに解決を図ることができ、企業にとっても有益であった。

　申出人は、○市にある店舗Aで勤務するという条件で入社した。その後、同
店舗から△市にある店舗Bへの配置転換の通告が行われた。
　今回の配置転換は会社の一方的措置で納得できない。契約期間終了日まで店
舗Aで勤務できるよう、同措置の撤回を求めて助言・指導の申し出を行った。

　労働局長の助言により、紛争当事者間の話し合いがもたれ、申出人に対する
配置転換命令が撤回され、引き続き店舗Aで勤務することになった。

ケース２ 懲戒処分に関する事案（労働者からの申し出）

■労働者のコメント
　簡易で、お金もかからず、労働局長の指導により処分が撤回され、大変あり
がたく感じている。この制度があってよかった。

　申出人は、課長から課長代理への降格を命じられた。降格の理由は「部下の
不正行為の噂を流布するという、課長としてふさわしくない行為をしたため」
と説明された。しかし、噂を流布した事実はなく、納得がいかないので、処分
の撤回を求めて助言・指導の申し出を行った。

　労働局長が事業主に対し事実関係の調査を行った結果、申出人が噂を流布し
た事実は認められなかった。申出人に対する処分は懲戒権の濫用となるので、
撤回するよう事業主に指導文書を交付したところ、処分は撤回され、申出人は
課長へ復帰することとなった。また降格に伴う役職手当の減額分についても、
遡って支給された。
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紛争調整委員会によるあっせん4

紛争調整委員会によるあっせんの特徴

①手続きが迅速・簡便
　長い時間と多くの費用を要する裁判に比べ、手続きが迅速かつ簡便です。
②専門家が担当
　弁護士、大学教授、社会保険労務士などの労働問題の専門家である紛争調整委員会
の委員が担当します。
③利用は無料
　あっせんを受けるのに費用は一切かかりません。
④合意の効力
　紛争当事者間であっせん案に合意した場合には、受諾されたあっせん案は民法上の
和解契約の効力を持つことになります。
⑤非公開（秘密厳守）
　あっせんの手続きは非公開であり、紛争当事者のプライバシーは保護されます。
⑥不利益取扱いの禁止
　労働者があっせんの申請をしたことを理由として、事業主が労働者に対して解雇その
他不利益な取り扱いをすることは法律で禁止されています。

 紛争当事者の間に、公平・中立な第三者として労働問題の専門家が入ります。
者に対して､事案に 双方の主張の要点を確かめ、双方から求められた場合には、両

応じた具体的なあっせん案を提示します。

　紛争当事者間の調整を行い、話し合いを促進することにより、紛争の解決を図る制度です。

あっせんとは

紛争調整委員会とは

　弁護士、大学教授、社会保険労務士などの労働問題の専門家により組織された委員
会であり、都道府県労働局ごとに設置されています。この紛争調整委員会の委員の中
から指名されるあっせん委員が、紛争解決に向けてあっせんを実施します。
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※ 公務員は原則、適用除外となりますが、個別労働関係紛争の解決の促進に関する法律第２２条但し
書きにより、国営企業・地方公営企業の職員等の勤務条件についてのみ適用となる場合があります。

別労

対象とならない紛争

　労働組合と事業主の間の紛争や労働者と労働者の間の紛争
　募集・採用に関する紛争

裁判で係争中である、または確定判決が出ているなど、他の制度において取り扱
われている紛争
労働組合と事業主との間で問題として取り上げられており、両者の間で自主的な
解決を図るべく話し合いが進められている紛争 など

　次のような紛争は対象となりません。

雇解 、雇止め、配置転換・出向、昇進・昇格、労働条件の不利益変更などの労働
条件に関する紛争

争紛るす関に境環場職のどなせらが嫌・めじい 
会社分割による労働契約の承継、同業他社への就業禁止などの労働契約に関する
紛争
その他、退職に伴う研修費用の返還、営業車など会社所有物の破損についての損
害賠償をめぐる紛争 など

　労働条件その他労働関係に関する事項についての個別労働紛争が対象となります。

対象となる紛争
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（※１）　 必要に応じて申請人から事情聴取などを行い、紛争に関する事実関係を明確にした上で、 
都道府県労働局長が紛争調整委員会にあっせんを委任するか否かを決定します。

（※２）　 あっせん開始の通知を受けた一方の当事者が、あっせんの手続きに参加する意思がない旨 
を表明したときは、あっせんは実施せず、打ち切りになります。

あっせんの開始通知
あっせん参加・不参加の意思確認（※２）

紛争当事者双方が
あっせん案を受諾 その他の合意の成立 合意せず

打ち切り

他の紛争解決機関の説明・紹介

紛争の迅速な解決

あっせんの申請
　都道府県労働局雇用環境・均等部（室）、最寄りの総合労働相談コーナ
ーに、あっせん申請書を提出（１０ページ　あっせん申請書の記載例参照）

　あっせん期日（あっせんが行われる日）の決定、あっせんの実施
あっせん委員が
・紛争当事者双方の主張の確認、必要に応じ参考人からの事情聴取
・紛争当事者間の調整、話し合いの促進
・紛争当事者双方が求めた場合には、両者に対して、事案に応じた
具体的なあっせん案の提示

などを行います。
参
不

加

労働局が行うもの

申請人などが行う、または判断するもの

紛争調整委員会によるあっせん手続きの流れ

都道府県労働局長が、紛争調整委員会へあっせんを委任（※１）
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ケース１ 退職金についての事案（事業主・労働者双方からの申請）

■事業主のコメント
　労働者の業務成績に対してどのくらいの退職金を支払ってよいか見当がつか
ない上､ 労働者との度重なる交渉で､ 仕事も手につかないほど、精神的に疲労
していた。公正中立な立場で、迅速に話し合いをつけてくれ、仕事にも集中で
きるようになって感謝している。
■労働者のコメント
　話し合いがつかず、退職金がきちんと支払われるか心配だったが、納得でき
る金額で話し合いがつき、感謝している。

　事業主は、労働者Ａ・Ｂの退職に際し、退職金制度がないので、口頭で退職
金の支給を約束し、支払交渉を行った。事業主とＡ・Ｂが望む金額の隔たりが
大きく、度重なる交渉で感情的な対立も激しくなり、当事者同士の話し合いが
不可能になったため、労働者と事業主が連名であっせん申請を行った。

　あっせんの結果、Ａに○万円、Ｂに△万円支払うことで合意が成立した。

ケース２ 整理解雇についての事案（労働者からの申請）

■労働者のコメント
　この制度を利用して、無事に解決金を受け取ることができ、感謝している。

　申請人は、会社から、事業縮小を理由として整理解雇の通告を受けた。事業
縮小に伴う人員削減については仕方がないと思うが、突然の解雇で生活設計に
大きな影響があり、整理解雇対象者の人選についても納得がいかないため、賃
金○カ月相当額の補償金の支払いを求めてあっせん申請を行った。

あっせんの結果、○○万円の解決金を支払うことで合意が成立した。

あっせんにより、次のようなトラブルが解決しました
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　あっせん期日（あっせんが行われる日）の決定、あっせんの実施
あっせん委員が
・紛争当事者双方の主張の確認、必要に応じ参考人からの事情聴取
・紛争当事者間の調整、話し合いの促進
・紛争当事者双方が求めた場合には、両者に対して、事案に応じた
具体的なあっせん案の提示

などを行います。
参
不

加

労働局が行うもの

申請人などが行う、または判断するもの

紛争調整委員会によるあっせん手続きの流れ

都道府県労働局長が、紛争調整委員会へあっせんを委任（※１）
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ケース１ 退職金についての事案（事業主・労働者双方からの申請）

■事業主のコメント
　労働者の業務成績に対してどのくらいの退職金を支払ってよいか見当がつか
ない上､ 労働者との度重なる交渉で､ 仕事も手につかないほど、精神的に疲労
していた。公正中立な立場で、迅速に話し合いをつけてくれ、仕事にも集中で
きるようになって感謝している。
■労働者のコメント
　話し合いがつかず、退職金がきちんと支払われるか心配だったが、納得でき
る金額で話し合いがつき、感謝している。

　事業主は、労働者Ａ・Ｂの退職に際し、退職金制度がないので、口頭で退職
金の支給を約束し、支払交渉を行った。事業主とＡ・Ｂが望む金額の隔たりが
大きく、度重なる交渉で感情的な対立も激しくなり、当事者同士の話し合いが
不可能になったため、労働者と事業主が連名であっせん申請を行った。

　あっせんの結果、Ａに○万円、Ｂに△万円支払うことで合意が成立した。

ケース２ 整理解雇についての事案（労働者からの申請）

■労働者のコメント
　この制度を利用して、無事に解決金を受け取ることができ、感謝している。

　申請人は、会社から、事業縮小を理由として整理解雇の通告を受けた。事業
縮小に伴う人員削減については仕方がないと思うが、突然の解雇で生活設計に
大きな影響があり、整理解雇対象者の人選についても納得がいかないため、賃
金○カ月相当額の補償金の支払いを求めてあっせん申請を行った。

あっせんの結果、○○万円の解決金を支払うことで合意が成立した。

あっせんにより、次のようなトラブルが解決しました
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ナーへご相談ください。
局雇用環境・均等部（室）（14 ページ参照）、または最寄りの総合労働相談コー

均等部（室）、総合労働相談コーナーにも備えてあるほか、厚生労働省のホームページからも入手できます。
（http://www.mhlw.go.jp/general/seido/chihou/kaiketu/index.html）

【記載例】
あっせん申請書

紛 

争 

当 

事 

者

者
働
労 氏　名 労働　太郎

労働　太郎

東京

印

○○○ － ○○○○ 千葉県○○市○○町○－○

ろうどう たろう

労働商事株式会社　代表取締役　東京　花子
ろうどうしょうじ とうきょう はなこ

住　所

 年 月 日

申請人　氏名または名称

労働局長　殿

○ ○（元号）○

電話 （ ）

電話 （ ）

電話 （ ）

〒

○○○ － ○○○○ 東京都○○区○○○－○－○〒

労働商事株式会社　東京工場
ろうどうしょうじ とうきょうこうじょう

○○○ － ○○○○ 東京都○○区○○○－○－○〒

氏名又は名称

住　所

主

業

事

 ）面表（）係関条４第（号１第式様

※上記労働
者に係る
事業場の
名称及び
所在地

あ っ せ ん を
求 め る 事 項
及 び そ の 理 由

紛 争 の 経 過

そ の 他 参 考 と
な る 事 項

○○○ ○○○ ○○○○

○○ ○○○○ ○○○○

○○ ○○○○ ○○○○

　○年○月○日に入社し、○年○月○日から正社員として
工場勤務をしていたが、○年○月○日、工場長から経営不
振を理由として、○年○月○日付けの解雇を通告された。
　経営不振というが、整理解雇しなければならないほどで
はなく、また、なぜ私が整理解雇の対象になったのか何の
説明もない。本当は復職したいが、それがだめなら、経済
的・精神的損害に対する補償金として、○万円の支払いを
求めたい。

　○年○月○日に、社長に連絡をとり、解雇を撤回してく
れるよう要請したが、聞き入れてもらえなかった。併せて、
補償金の支払いなどの提案も行ったが、拒否された。

　訴訟は提起しておらず、また、他の救済機関も利用して
いない。会社に労働組合はない。

ふ り が な

ふ り が な

あっせんを希望される方へ

局雇用環境・
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ナーへご相談ください。
局雇用環境・均等部（室）（14 ページ参照）、または最寄りの総合労働相談コー

均等部（室）、総合労働相談コーナーにも備えてあるほか、厚生労働省のホームページからも入手できます。
（http://www.mhlw.go.jp/general/seido/chihou/kaiketu/index.html）

【記載例】
あっせん申請書

紛 

争 

当 

事 

者

者
働
労 氏　名 労働　太郎

労働　太郎

東京

印

○○○ － ○○○○ 千葉県○○市○○町○－○

ろうどう たろう

労働商事株式会社　代表取締役　東京　花子
ろうどうしょうじ とうきょう はなこ

住　所

 年 月 日

申請人　氏名または名称

労働局長　殿

○ ○（元号）○

電話 （ ）

電話 （ ）

電話 （ ）

〒

○○○ － ○○○○ 東京都○○区○○○－○－○〒

労働商事株式会社　東京工場
ろうどうしょうじ とうきょうこうじょう

○○○ － ○○○○ 東京都○○区○○○－○－○〒

氏名又は名称

住　所

主

業

事

 ）面表（）係関条４第（号１第式様

※上記労働
者に係る
事業場の
名称及び
所在地

あ っ せ ん を
求 め る 事 項
及 び そ の 理 由

紛 争 の 経 過

そ の 他 参 考 と
な る 事 項

○○○ ○○○ ○○○○

○○ ○○○○ ○○○○

○○ ○○○○ ○○○○

　○年○月○日に入社し、○年○月○日から正社員として
工場勤務をしていたが、○年○月○日、工場長から経営不
振を理由として、○年○月○日付けの解雇を通告された。
　経営不振というが、整理解雇しなければならないほどで
はなく、また、なぜ私が整理解雇の対象になったのか何の
説明もない。本当は復職したいが、それがだめなら、経済
的・精神的損害に対する補償金として、○万円の支払いを
求めたい。

　○年○月○日に、社長に連絡をとり、解雇を撤回してく
れるよう要請したが、聞き入れてもらえなかった。併せて、
補償金の支払いなどの提案も行ったが、拒否された。

　訴訟は提起しておらず、また、他の救済機関も利用して
いない。会社に労働組合はない。

ふ り が な

ふ り が な

あっせんを希望される方へ

局雇用環境・
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ナーへご相談ください。
局雇用環境・均等部（室）（14 ページ参照）、または最寄りの総合労働相談コー

均等部（室）、総合労働相談コーナーにも備えてあるほか、厚生労働省のホームページからも入手できます。
（http://www.mhlw.go.jp/general/seido/chihou/kaiketu/index.html）

【記載例】
あっせん申請書

紛 

争 

当 

事 

者

者
働
労 氏　名 労働　太郎

労働　太郎

東京

印

○○○ － ○○○○ 千葉県○○市○○町○－○

ろうどう たろう

労働商事株式会社　代表取締役　東京　花子
ろうどうしょうじ とうきょう はなこ

住　所

 年 月 日

申請人　氏名または名称

労働局長　殿

○ ○平成○

電話 （ ）

電話 （ ）

電話 （ ）

〒

○○○ － ○○○○ 東京都○○区○○○－○－○〒

労働商事株式会社　東京工場
ろうどうしょうじ とうきょうこうじょう

○○○ － ○○○○ 東京都○○区○○○－○－○〒

氏名又は名称

住　所

主

業

事

 ）面表（）係関条４第（号１第式様

※上記労働
者に係る
事業場の
名称及び
所在地

あ っ せ ん を
求 め る 事 項
及 び そ の 理 由

紛 争 の 経 過

そ の 他 参 考 と
な る 事 項

○○○ ○○○ ○○○○

○○ ○○○○ ○○○○

○○ ○○○○ ○○○○

　平成○年○月○日に入社し、平成○年○月○日から正社
員として工場勤務をしていたが、平成○年○月○日、工場
長から経営不振を理由として、同年○月○日付けの解雇を
通告された。
　経営不振というが、整理解雇しなければならないほどで
はなく、また、なぜ私が整理解雇の対象になったのか何の
説明もない。本当は復職したいが、それがだめなら、経済
的・精神的損害に対する補償金として、○万円の支払いを
求めたい。

　○年○月○日に、社長に連絡をとり、解雇を撤回してく
れるよう要請したが、聞き入れてもらえなかった。併せて、
補償金の支払いなどの提案も行ったが、拒否された。

　訴訟は提起しておらず、また、他の救済機関も利用して
いない。会社に労働組合はない。

ふ り が な

ふ り が な

あっせんを希望される方へ

局雇用環境・
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あっせん申請書

紛 

争 

当 

事 

者

者
働
労 氏　名

印

住　所

 年 月 日

申請人　氏名または名称

労働局長　殿

電話 （ ）

電話 （ ）

電話 （ ）

〒

〒

〒

氏名又は名称

住　所

あ っ せ ん を
求 め る 事 項
及 び そ の 理 由

紛 争 の 経 過

そ の 他 参 考 と
な る 事 項

 ）面表（）係関条４第（号１第式様

ふ り が な

ふ り が な

主

業

事

※上記労働
者に係る
事業場の
名称及び
所在地
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様式第１号（第４条関係）（裏面）

あっせんの申請について
（1） あっせんの申請は、あっせん申請書に必要事項を記載の上、紛争の当事者である労働者に

係る事業場の所在地を管轄する都道府県労働局の長に提出してください。
　申請書の提出は原則として申請人本人が来局して行うことが望ましいものですが、遠隔
地からの申請等の場合には、郵送等による提出も可能です。

（2）申請書に記載すべき内容及び注意事項は、次のとおりです。
①　労働者の氏名、住所等
　　紛争の当事者である労働者の氏名、住所等を記載すること。
②　事業主の氏名、住所等

。とこるす載記を等所住、）称名のそはてっあに人法（名氏の主業事るあで者事当の争紛　 　
また、紛争の当事者である労働者に係る事業場の名称及び所在地が事業主の名称及び住
所と異なる場合には、※上記労働者に係る事業場の名称及び所在地についても記載する
こと。

③　あっせんを求める事項及びその理由
　 　あっせんを求める事項及びその理由は、紛争の原因となった事項及び紛争の解決のた

めの相手方に対する請求内容をできる限り詳しく記載すること（所定の欄に記載しきれ
ないときは、別紙に記載して添付すること。）。

④　紛争の経過
　 　紛争の原因となった事項が発生した年月日及び当該事項が継続する行為である場合に

は最後に行われた年月日、当事者双方の見解、これまでの交渉の状況等を詳しく記載す
ること（所定の欄に記載しきれないときは、別紙に記載して添付すること。）。

⑤　その他参考となる事項
　 　紛争について訴訟が現に係属しているか否か、確定判決が出されているか否か、他の

行政機関での調整等の手続へ係属しているか否か、紛争の原因となった事項又はそれ
以外の事由で労働組合と事業主との間で紛争が起こっているか否か、不当労働行為の救
済手続が労働委員会に係属しているか否か等の情報を記載すること。

⑥　申請人
　 　双方申請の場合は双方の、一方申請の場合は一方の紛争当事者の氏名（法人にあって

はその名称）を記名押印又は自筆による署名のいずれかにより記載すること。

（3）事業主は、労働者があっせん申請をしたことを理由として、当該労働者に対して解雇その
他不利益な取扱いをしてはならないこととされています。
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１　趣旨（第1条）
　人事労務管理の個別化や雇用形態の変化などに伴い、労働関係についての個々の労働者と事
業主との間の紛争（以下「個別労働紛争」という）が増加している。これらの紛争の実情に即
した迅速かつ適正な解決を図るため、都道府県労働局長の助言・指導制度、紛争調整委員会の
あっせん制度の創設などにより総合的な個別労働紛争解決システムの整備を図る。

２　概要
（1）　紛争の自主的解決（第 2 条）

　個別労働紛争が生じたときは、紛争の当事者は、自主的な解決を図るように努めなけ
ればならない。

（2）　都道府県労働局長による情報提供、相談等（第 3 条）
　都道府県労働局長は、個別労働紛争の未然防止および自主的な解決の促進のため、労
働者または事業主に対し、情報の提供、相談その他の援助を行うものとする。

（3）　都道府県労働局長による助言および指導（第 4 条）
　都道府県労働局長は、個別労働紛争に関し、当事者の双方または一方からその解決に
つき援助を求められた場合には、当事者に対し、必要な助言または指導をすることがで
きる。

（4）　紛争調整委員会によるあっせん
イ　 都道府県労働局長は、個別労働紛争について、当事者の双方または一方からあっせ

んの申請があった場合において、その紛争の解決のために必要があると認めるとき
は、紛争調整委員会にあっせんを行わせるものとする。（第 5 条）

ロ　都道府県労働局に、紛争調整委員会を置く。（第 6 条）
ハ　 あっせん委員は、当事者間をあっせんし、双方の主張の要点を確かめ、実情に即し

て事件が解決されるように努めなければならない。（第 12 条）
ニ　 あっせん委員は、当事者などから意見を聴取し、事件の解決に必要なあっせん案を

作成し、これを当事者に提示することができる。（第 13 条）
ホ  事業主は、労働者が助言および指導を求めたことを理由として、当該労働者に対し

て解雇その他不利益な取扱いをしてはならない。

（5）　地方公共団体の施策等（第 20 条）
　地方公共団体は、国の施策と相まって、地域の実情に応じ、労働者または事業主に対し、
情報提供、相談、あっせんその他の必要な施策を推進するように努めるものとし、国は、
地方公共団体の施策を支援するため、情報の提供その他の必要な措置を講ずるものとす
る。また、これらの施策を都道府県労働委員会が行う場合には、中央労働委員会が、都
道府県労働委員会に対し、必要な助言または指導をすることができる。

「個別労働関係紛争の解決の促進に関する法律」のポイント

　事業主は、労働者が助言および指導を求めたことを理由として、当該労働者に対して
解雇その他不利益な取扱いをしてはならない。
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様式第１号（第４条関係）（裏面）

あっせんの申請について
（1） あっせんの申請は、あっせん申請書に必要事項を記載の上、紛争の当事者である労働者に

係る事業場の所在地を管轄する都道府県労働局の長に提出してください。
　申請書の提出は原則として申請人本人が来局して行うことが望ましいものですが、遠隔
地からの申請等の場合には、郵送等による提出も可能です。

（2）申請書に記載すべき内容及び注意事項は、次のとおりです。
①　労働者の氏名、住所等
　　紛争の当事者である労働者の氏名、住所等を記載すること。
②　事業主の氏名、住所等

。とこるす載記を等所住、）称名のそはてっあに人法（名氏の主業事るあで者事当の争紛　 　
また、紛争の当事者である労働者に係る事業場の名称及び所在地が事業主の名称及び住
所と異なる場合には、※上記労働者に係る事業場の名称及び所在地についても記載する
こと。

③　あっせんを求める事項及びその理由
　 　あっせんを求める事項及びその理由は、紛争の原因となった事項及び紛争の解決のた

めの相手方に対する請求内容をできる限り詳しく記載すること（所定の欄に記載しきれ
ないときは、別紙に記載して添付すること。）。

④　紛争の経過
　 　紛争の原因となった事項が発生した年月日及び当該事項が継続する行為である場合に

は最後に行われた年月日、当事者双方の見解、これまでの交渉の状況等を詳しく記載す
ること（所定の欄に記載しきれないときは、別紙に記載して添付すること。）。

⑤　その他参考となる事項
　 　紛争について訴訟が現に係属しているか否か、確定判決が出されているか否か、他の

行政機関での調整等の手続へ係属しているか否か、紛争の原因となった事項又はそれ
以外の事由で労働組合と事業主との間で紛争が起こっているか否か、不当労働行為の救
済手続が労働委員会に係属しているか否か等の情報を記載すること。

⑥　申請人
　 　双方申請の場合は双方の、一方申請の場合は一方の紛争当事者の氏名（法人にあって

はその名称）を記名押印又は自筆による署名のいずれかにより記載すること。

（3）事業主は、労働者があっせん申請をしたことを理由として、当該労働者に対して解雇その
他不利益な取扱いをしてはならないこととされています。
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１　趣旨（第1条）
　人事労務管理の個別化や雇用形態の変化などに伴い、労働関係についての個々の労働者と事
業主との間の紛争（以下「個別労働紛争」という）が増加している。これらの紛争の実情に即
した迅速かつ適正な解決を図るため、都道府県労働局長の助言・指導制度、紛争調整委員会の
あっせん制度の創設などにより総合的な個別労働紛争解決システムの整備を図る。

２　概要
（1）　紛争の自主的解決（第 2 条）

　個別労働紛争が生じたときは、紛争の当事者は、自主的な解決を図るように努めなけ
ればならない。

（2）　都道府県労働局長による情報提供、相談等（第 3 条）
　都道府県労働局長は、個別労働紛争の未然防止および自主的な解決の促進のため、労
働者または事業主に対し、情報の提供、相談その他の援助を行うものとする。

（3）　都道府県労働局長による助言および指導（第 4 条）
　都道府県労働局長は、個別労働紛争に関し、当事者の双方または一方からその解決に
つき援助を求められた場合には、当事者に対し、必要な助言または指導をすることがで
きる。

（4）　紛争調整委員会によるあっせん
イ　 都道府県労働局長は、個別労働紛争について、当事者の双方または一方からあっせ

んの申請があった場合において、その紛争の解決のために必要があると認めるとき
は、紛争調整委員会にあっせんを行わせるものとする。（第 5 条）

ロ　都道府県労働局に、紛争調整委員会を置く。（第 6 条）
ハ　 あっせん委員は、当事者間をあっせんし、双方の主張の要点を確かめ、実情に即し

て事件が解決されるように努めなければならない。（第 12 条）
ニ　 あっせん委員は、当事者などから意見を聴取し、事件の解決に必要なあっせん案を

作成し、これを当事者に提示することができる。（第 13 条）
ホ  事業主は、労働者が助言および指導を求めたことを理由として、当該労働者に対し

て解雇その他不利益な取扱いをしてはならない。

（5）　地方公共団体の施策等（第 20 条）
　地方公共団体は、国の施策と相まって、地域の実情に応じ、労働者または事業主に対し、
情報提供、相談、あっせんその他の必要な施策を推進するように努めるものとし、国は、
地方公共団体の施策を支援するため、情報の提供その他の必要な措置を講ずるものとす
る。また、これらの施策を都道府県労働委員会が行う場合には、中央労働委員会が、都
道府県労働委員会に対し、必要な助言または指導をすることができる。

「個別労働関係紛争の解決の促進に関する法律」のポイント

　事業主は、労働者が助言および指導を求めたことを理由として、当該労働者に対して
解雇その他不利益な取扱いをしてはならない。
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